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金
揮
官
蹴
志
巻
五

貞
享
二
年
の
由
来
替
に
云
ふ
。
大
納
言
利
家
卿
、
営
寺
開
組
善
等
和

倫
於
昌
越
前
国
府
中
-
就
邑
御
一
懇
深
一
首
加
州
御
入
部
の
頃
御
跡
を
慕
ひ
、

金
滞
へ
罷
越
、
則
篠
原
出
mm
取
次
を
以
て
、
天
正
八
年
十
一
月
新
御

丸
之
内
に
於
て
、
寺
屋
敷
千
歩
飴
拝
領
仕
、
寺
建
立
之
島
、
利
長
卿

御
代
御
用
地
被
=
召
上
一
一
塩
屋
町
錨
淵
に
て
代
地
奔
領
被
=
仰
付
-
一
式
々
。

と
あ
り
。
今
按
宇
る
に
.
天
正
八
年
は
、
天
正
十
八
年
た
ど
の
書
損

た
る
ぺ
し
。
さ
て
右
新
御
丸
と
載
せ
た
る
地
は
‘
印
ち
今
云
ふ
。
新

丸
の
事
な
ら
ば
‘
実
正
の
頃
は
大
手
先
の
郭
外
に
て
、
披
内
に
あ
ら

ざ
り
し
故
に
、
寺
地
を
愛
に
賜
は
り
た
る
を
、
利
長
卿
慶
長
四
年
に

此
の
地
漣
を
ぽ
出
丸
と
た
し
.
城
郭
内
と
注
し
給
ふ
に
よ
り
、
寺
地

を
ば
召
上
げ
ら
れ
‘
代
地
を
堀
川
塩
屋
町
砲
淵
と
呼
ぺ
る
地
へ
移
柑
押

し
、
袋
に
賜
は
り
た
る
も
の
た
る
べ
し
。
由
来
書
等
に
於
=
新
御
丸
之

内
-
拝
領
と
載
せ
た
る
も
の
は
.
後
共
の
奮
地
を
新
丸
と
稽
し
‘
城
郭

内
の
一
曲
輸
と
た
り
た
る
故
也
。
此
の
地
は
往
古
本
丸
に
本
源
寺
あ

り
し
頃
.
共
の
支
坊
の
道
場
共
多
〈
有
り
た
る
地
に
し
て
.
新
丸
に

あ
る
合
所
・
作
事
所
等
‘
皆
古
の
道
場
共
の
建
物
を
共
の
憧
用
ひ
ら

れ
た
り
と
い
へ
り
。

O
新
丸
諸
士
第
固

と

h
K
載
せ
た
る
は
、
慶
長
の
末
頃
め
聞
に
て
‘
共
の
頃
新
丸
に
第

地
を
賜
は
り
居
住
せ
し
人
々
の
第
也
。
そ
の
姓
名
記
載
た
き
地
共
も

皆
第
地
た
る
べ
け
れ
ど
‘
姓
名
を
記
さ
宇
。
故
に
鮮
か
な
ら
宇
。
金

城
深
秘
録
に
、
往
昔
御
城
内
の
土
屋
敷
之
事
を
載
せ
て
、

一
、
越
後
屋
舗
は
、
宮
間
越
後
守
居
住
之
地
‘
今
以
共
銃
を
越
後
丸

と
も
云
ふ
。

一
、
御
細
工
所
之
地
に
は
、
岡
嶋
備
中
守
居
住
。
後
御
披
外
に
立
退

き
、
共
跡
翰
~
所
に
相
成
候
庭
、
甫
御
馬
場
入
口

b
役
所
替
被
昌
仰
付
-

之
山
。
最
初
の
所
を
元
御
細
工
所
与
申
候
。

一
、
御
作
事
所
に
向
ひ
、
右
の
方
は
横
山
山
城
守
居
住
地
、
左
之
方

は
律
問
玄
饗
居
住
。
横
山
家
を
新
丸
家
と
い
ふ
よ
し
、
所
持
の
小
給

聞
に
も
調
有
v
之
候
。
右
爾
家
共
後
御
披
外
に
替
地
被
v
下
立
退
き
、
共

跡
御
作
事
所
に
相
成
由
。

右
は
新
丸
の
分
注
h
y
o

平
次
按
宇
る
に
、
前
頴
の
古
聞
に
姓
名
を
紀

蛾
せ
ざ
る
第
地
は
、
即
ち
右
の
人
々
の
第
地
に
し
て
‘
横
山
山
城
守

居
住
地
と
い
へ
る
は
‘
横
山
大
膳
康
玄
の
居
第
な
る
ぺ
し
。
津
田
玄

饗
居
住
地
は
‘
大
勝
居
第
の
向
う
た
り
し
事
は
、
右
小
給
固
に
蛾
せ

た
る
如
く
た
ら
ば
、
起
に
て
知
ら
れ
け
り
。
下
僚
に
記
載
せ
る
奥
津

金
需
古
蹟
志
巻
五

感
ベ
a食
品

A

刷
a

京
・
τ

内
記
が
居
第
は
.
其
の
ク
所
未
だ
詳
友
ら
宇
。

。
岡
嶋
備
中
守
-
吉
奮
第

此
の
第
地
は
、
前
頴
の
古
固
に
見
b
た
る
如
く
、
新
丸
の
甫
隅
に
て
‘

後
細
工
所
と
て
細
工
人
の
役
所
と
成
り
た
る
よ
し
‘
有
津
武
貞
の
金

津
細
見
闘
稽
等
に
い
へ
り
。
三
査
記
に
云
ふ
。
元
組
問
嶋
備
中
守
は
、

生
園
尾
張
図
春
日
井
郡
盟
場
の
出
生
に
て
、
岩
名
を
喜
三
郎
と

-z

ひ
、
越
前
府
中
に
て
八
拾
石
賜
は
り
、
後
数
度
の
軍
功
に
依
り
て
高

石
徐
を
領
知
せ
り
と
。
吉
田
軌
中
の
前
回
四
代
由
紀
K
.
開
成
長
三
年

四
月
廿
目
、
利
長
卿
中
納
言
従
三
依
に
叙
任
し
給
ひ
、
此
日
背
山
奥

三
吉
次
は
佐
渡
守
に
、
岡
嶋
喜
三
郎
一
吉
は
備
中
守
に
成
り
、
各
従

五
位
下
諸
大
夫
に
被
=
仰
付
吋
と
見
ね
、
菅
葡
鍛
・
菅
君
雑
録
及
び
一
本

系
譜
等
に
も
、
青
山
佐
渡
守
吉
次
・
岡
嶋
備
中
守
一
吉
.
商
人
共
に
此

時
叙
爵
せ
し
由
を
記
載
す
。
家
の
系
譜
民
共
の
事
.
を
載
せ
ざ
る
故
に

や
、
青
地
櫨
幹
の
本
藩
略
譜
及
び
三
州
志
等
に
は
記
載
せ
宇
。
中
に

も
、
一
吉
は
越
前
府
中
以
来
利
長
卿
に
奉
仕
し
て
、
元
和
占
年
八
月

廿
一
日
卒
す
。
享
年
未
だ
静
か
た
ら
宇
。
今
金
津
備
中
町
は
二
代
備

中
の
下
第
に
て
.
延
貨
の
金
海
聞
に
、
岡
嶋
備
中
下
屋
数
と
あ
り
。

共
の
嫡
流
は
享
保
十
七
年
断
絶
せ
り
。




